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素粒子センター　これまで2
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発見："gluon"

OPAL @ LEP

ATLAS @ LHC

Prof. 
Koshiba

発見 "Higgs"GUT?
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エネルギーフロンティア 
ATLAS @ LHC

ビーム強度フロンティア 
"μ → eγ" @ PSI

  量子技術・量子計算 
　⇒ からの、素粒子物理

次世代加速器 
ヒッグス ファクトリー

　　大学院生：４９人　【 博士課程 31 ＋ 修士課程 17 】 
　　教員　　：３７人 

加えて...
ICEPP出身のPIが運転する 

優れた研究室を 
運営している方々

大規模な国際共同実験を 
長期に渡ってやってきた 
膨大な数の研究パートナー

研究・プロジェクト計画・教育・人材育成・etc.　　 

様々な局面で、 持っている『リソース』を存分に活用できる    ⇒ ICEPP

素粒子センター　今



素粒子センター　今～未来4

東京⼤学素粒⼦物理国際研究センターは2024年に50周年を迎えます。

1974年 理学部附属⾼エネルギー物理学実験施設発⾜
初代施設⻑ ⼩柴昌俊

1984年 理学部附属素粒⼦物理国際センターへ改組
スイス・欧州合同原⼦核研究機構(CERN)へ

1994年 素粒⼦物理国際研究センターへ改組
⽂部省の全国共同利⽤施設に認定

2002年 ⼩柴昌俊 ノーベル物理学賞受賞
2004年 国⽴⼤学の法⼈化

素粒⼦物理国際研究センターを再組織
2010年 ⽂部科学省より共同利⽤・共同研究拠点に認定
2012年 ヒッグス粒⼦の発⾒
2021年 量⼦AIテクノロジー研究分野を創設

量⼦ネイティブ育成センターを発⾜

⼩柴先⽣
「世界で⼀番⾼いエネルギーの加速器が

あるところに⾏って実験しよう」
素粒⼦物理学の東⼤発2系譜

ü 世界最⾼⽔準の研究機関を拠点とする国際共同実験
ü 国内に実験施設を建設し、拠点とする国際共同実験

国際共同実験ATLAS @CERN

国際共同実験MEG @PSI 量⼦プラットフォーム（研究・教育・産学連携）

副センター⻑

組織⼈員

教職員 36名

博⼠課程⼤学院⽣ 17名

修⼠課程⼤学院⽣ 23名

「世界で一番おもしろい実験を 
計画・実現・運転・解析して 
世界の仲間と一緒に 

新しい・面白い物理研究を追求しよう」



１ページだけ、自分の話（ 石野 ）5

次世代の加速器 
e+e- Linear Collider

LHC @ 
CERN

高輝度LHCでのトリガー 

10倍のデータが活きる 
新粒子探索・精密測定

先端加速器開発 
加速器の産業応用 

大型プロジェクトの計画・推進


